
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ４ 期 

柴田町食育推進計画 

計画期間 令和４年度～令和８年度 

柴田町 

－食育とは－ 

・生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきもの 

・様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践

することができる人間を育てること ～食育基本法～ 

食卓から育む 健康な心とからだ 

 

概要版 



 

令和２年度に実施した「食育に関するアンケート調査」から、大人も子どもも「食」への楽しみが薄れ、

若い世代の朝食欠食や食事バランスに課題が残っていることが分かりました。また各種統計データから、

肥満者割合に課題があることが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライフステージと食育テーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念 食卓から育む 健康な心とからだ 

・小中学生の平日の夕食を家族全員で食べる割合が増加 

・小学生の70%、中学生の６０％が「早寝早起き朝ごはん」 

を実践している 

・20～30歳代で最も食事バランスの偏りがある 

・20歳代で朝食を毎日食べる割合が最も低い 

・幼児保護者の85％が食育に「関心がある」 

・小中学生の80％、大人の85％が食べ残しや廃棄を減ら 

す努力をしている 

・子どもから大人まで、4人に1人「食」への楽しみが薄れている 

・幼児、小中学生の１５％が肥満 

・成人（40～７４歳）の３０％が肥満 

 

食への意識・関心 

食に関する現状と課題 

食生活の状況 

健 康
状態 

・家庭を中心に楽しみながら食体験や学習を積み重ねることにより、健全な心とからだを育みます。 

・自らが食育に関する活動を実践できるよう、ライフステージごとの特徴を踏まえた食育テーマのもと、 

具体的な取組を示します。 

・心身の成長が著しく、食習慣の基礎をつくる上で重要な「乳幼児期・学童期」を中心に取組を推進します。 

第４期柴田町食育推進計画の方向性 

ライフステージ 食育テーマ 

乳幼児期 楽しく体験し、食習慣の基礎をつくる 

学童期 楽しく体験し、望ましい食習慣が定着する 

思春期 食を楽しみ、望ましい食生活を維持する 

青年期 健全な食生活を実現する 

壮年期 健全な食生活を維持し、生活習慣病を予防する 

高齢期 
食を楽しみながら、食を通した豊かな生活を
実現する 

 

食を楽しみ、感謝しましょう 

  

 

 

 

感謝の気持ちを育む 

食事づくりや準備を楽しむ 

家族で食事を楽しむ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念 食卓から育む 健康な心とからだ 

基本理念 食卓から育む 健康な心とからだ 

基本理念 食卓から育む 健康な心とからだ 

 
 

基本目標   家庭から つながり 広がる 笑顔の食 

食育のイメージ図 

家庭を中心に保育所や幼稚園、学校、地域、生産者等の関係者が連携し、

笑顔で健全な食生活を実践できるよう、基本目標を掲げます。 

生涯にわたり心身ともに健全な食生活を送れるよう、基本理念を掲げます。 
 

基本理念 食卓から育む 健康な心とからだ 

 

食育推進には、個人が自主的に取り組むことに加えて、関係者等が連携し、

情報発信や体験活動、環境づくりに努めることが必要です。 

食育のイメージ図に掲げる「楽しみ」、「感謝」、「健康（元気）」、「食べる力

（知識・選択）」、「旬や食文化」の視点に基づき、具体的な取組を展開します。 

食育推進に向けて 



 

 

目指す姿を掲げ、それらの成果や課題の達成度を評価するため、数値目標を１０項目設定します。 

 

令和４年３月 柴田町健康推進課 保健班 
 
〒989-1692  宮城県柴田郡柴田町船岡中央２丁目３番４５号 

TEL 0224-55-2160 FAX 0224-55-4172 

E-mail health@town.shibata.miyagi.jp 

基本目標 


